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賛
否
両
論
の
裁
判

員
裁
判
が
鳴
り
物

入
り
で
ス
タ
ー

ト
。
８
月
６
日
判

決
の
東
京
地
裁
を
皮
切
り
に

13
件
で
「
有
罪
」
判
決
が
下

さ
れ
た
▼
刑
事
裁
判
の
原
則

は
「
疑
わ
し
き
は
被
告
の
利

益
に
」
だ
が
、
日
本
の
刑
事

裁
判
の
有
罪
率
は
99
・
９

％
。
裁
判
所
が
公
判
廷
で
の

証
言
や
供
述
よ
り
検
察
作
成

の
供
述
調
書
を
優
先
す
る
。

警
察
拷
問
の
「
自
白
」
供
述

調
書
が
冤
罪
事
件
を
惹
起
し

た
。
裁
判
員
裁
判
は
官
僚
裁

判
官
に
よ
る
裁
判
に
「
国
民

の
健
全
な
社
会
常
識
を
反
映

さ
せ
る
」
こ
と
で
導
入
さ
れ

た
▼
だ
が
問
題
も
あ
る
。
司

法
３
者
の
公
判
前
整
理
手
続

き
を
経
て
わ
ず
か
数
日
の
審

理
で
判
決
。
ス
ピ
ー
ド
審
理

で
事
件
の
事
実
関
係
が
解
明

さ
れ
る
の
か
。
公
判
前
整
理

手
続
き
の
後
、
重
要
な
証
拠

が
出
た
場
合
は
。
裁
判
官
の

裁
判
員
に
対
す
る
事
件
説
明

は
誘
導
に
な
ら
な
い
の
か
▼

刑
事
裁
判
で
争
わ
れ
る
の
は

冷
厳
な
事
実
。
被
告
の
人
間

性
よ
り
事
件
に
及
ん
だ
背

景
、
事
実
が
争
わ
れ
る
。
裁

判
員
は
被
告
の
人
格
、
性
格

で
判
断
し
な
い
か
。
被
害
遺

族
の
参
加
求
刑
で
裁
判
員
の

刑
量
感
覚
が
「
感
情
」
に
流

れ
「
敵
討
ち
判
決
」
に
な
ら

な
い
か
▼
「
疑
わ
し
き
は
無

罪
」。
被
告
の
弁
護
、
人
権

を
考
え
る
と
、
裁
判
員
裁
判

の
あ
り
方
は
慎
重
に
扱
わ
れ

て
し
か
る
べ
き
だ
（
蕪
）

岡山県実行委員会結成

　

第
１
回
会
議
の
冒
頭
、
選

出
さ
れ
た
小
畑
隆
資
実
行
委

員
長
（
岡
山
大
学
教
授
）

は
、「
い
ま
は
人
権
の
世
紀

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、

地
域
社
会
と
人
権
を
新
た
な

視
点
か
ら
と
ら
え
る
試
み
は

重
要
で
あ
り
、
本
集
会
を
成

功
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
。

　

こ
の
後
、
実
行
委
員
会
と

し
て
課
題
と
な
る
参
加
費
や

協
賛
広
告
の
取
扱
、
集
会
の

サ
ブ
テ
ー
マ
及
び
分
科
会
テ

ー
マ
と
そ
の
中
身
な
ど
、
個

別
課
題
に
関
す
る
一
定
の
協

議
を
行
い
、
具
体
的
に
は
実

行
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
幹

事
団
体
代
表
者
会
議
で
さ
ら

に
議
論
を
重
ね
、
岡
山
県
実

行
委
員
会
と
し
て
の
意
見
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
実
行
委
員

会
で
は
今
後
も
様
々
な
団
体

に
加
盟
を
働
き
か
け
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
こ
の
日
確
認

集
会
を
岡
山
で
開
催
す
る
意

義
な
ど
経
過
報
告
を
行
い
特

に
経
過
報
告
で
は
、
過
去
岡

山
で
５
度
の
全
国
研
究
集
会

を
開
催
し
て
き
た
こ
と
や
、

部
落
問
題
の
解
決
の
み
な
ら

ず
今
後
、
地
域
社
会
の
な
か

で
様
々
な
人
権
課
題
を
解
決

し
て
い
く
上
で
大
い
に
役
立

つ
集
会
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
体
で
自
己
紹
介

を
終
え
た
後
、
吉
岡
昇
県
人

権
連
事
務
局
長
か
ら
、
①
実

行
委
員
会
参
加
団
体
の
確
認

②
第
６
回
研
究
集
会
の
概
要

③
会
場
と
宿
泊
場
所
の
確
保

④
実
行
委
員
会
体
制
案
ま
で

が
報
告
・
提
案
さ
れ
全
体
で

了
承
さ
れ
た
後
、
実
行
委
員

会
と
し
て
の
第
１
回
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
弁
連
は
昨
年

11
月
、「
国
内
機
関
の
制
度

要
綱
」
を
作
成
。
今
回
、
政

府
か
ら
独
立
し
た
国
内
人
権

救
済
機
関
の
設
立
を
実
現
す

る
た
め
、
率
直
な
意
見
交
換

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で

す
。

　

報
告
は
藤
原
委
員
長
が
行

い
ま
し
た
。

　

先
ず
、
千
葉
景
子
法
務
大

臣
が
９
月
17
日
未
明
の
就
任

記
者
会
見
（
冒
頭
）
で
、
人

権
救
済
機
関
を
内
閣
府
の
外

局
に
設
置
す
る
こ
と
を
内
閣

提
出
法
案
で
早
急
に
実
現
し

た
い
、
と
発
言
し
た
こ
と
に

関
わ
っ
て
、
民
主
党
が
05
年

８
月
１
日
に
衆
議
院
に
提
出

し
た
「
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
の
救
済
及
び
予
防
等
に
関

す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
、

旧
政
府
法
案
の
焼
き
直
し
に

過
ぎ
ず
、
人
権
侵
害
救
済
の

対
象
は
差
別
と
虐
待
が
中
心

で
、
地
方
人
権
委
員
会
も
独

立
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な

い
、
と
大
い
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
国
内
人
権
機
関
の

基
本
設
計
に
関
わ
る
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

さ
れ
た
実
行
委
員
会
体
制
は

次
の
通
り
で
す
。

　

実
行
委
員
長
・
小
畑
隆
資

岡
山
大
学
教
授
、
副
実
行
委

員
長
・
伊
原
県
労
会
議
事
務

局
長
、
花
田
自
治
労
連
執
行

民
主
党
の
人
権
救
済
法
案
は

大
い
に
問
題

（
独
立
性
）

１
、
政
府
か
ら
の
独
立
性

を
も
ち
、
人
権
の
尊
重
、

保
護
、
促
進
を
図
る
活
動

を
行
な
う
国
内
人
権
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
。（
内

閣
府
、
消
費
者
庁
参
照
）

（
権
限
）

２
、
国
内
法
に
お
け
る
人

権
に
限
定
せ
ず
、
広
く
国

際
人
権
法
に
よ
り
認
め
ら

れ
た
人
権
を
取
り
扱
う
組

織
で
あ
る
こ
と
。

（
公
権
力
に
よ
る
人
権
侵

害
）

　
　

（
関
連
記
事
５
面
）

委
員
長
、
岩
佐
高
教
組
執
行

委
員
長
、
滝
野
民
医
連
事
務

局
長
、
川
谷
医
労
連
事
務
局

長
、
中
島
県
人
権
連
議
長
、

事
務
局
長
・
吉
岡
昇
県
人
権

連
事
務
局
長
※
県
人
権
連
＝

不
当
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

　

問
題
の
「
調
査
」
比
較

は
、
２
０
０
２
年
に
国
の
同

和
対
策
関
連
の
特
別
措
置
法

が
終
了
し
、
旧
「
同
和
地

区
」
限
定
の
施
策
は
実
施
し

な
い
こ
と
に
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
２
０
０
６
年
４

月
～
５
月
に
か
け
て
府
内
の

公
立
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
全
員
を
対
象
に
実

施
し
た
学
力
等
実
態
調
査
の

な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
。　

（
関
連
記
事
２
面
）

　

岡
山
県
人
権
連
で
は
、
来

年
の
全
国
集
会
を
１
８
０
０

人
規
模
で
成
功
さ
せ
る
た

め
、
県
内
の
様
々
な
団
体
や

労
働
組
合
に
実
行
委
員
会
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
中
島
純
男

県
人
権
連
議
長
が
総
会
主
催

者
の
あ
い
さ
つ
と
全
国
研
究

　

岡
山
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て
9
月
17
日
、
来
年
5
月
29
日
、

30
日
の
日
程
で
岡
山
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
6
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集
会

岡
山
県
実
行
委
員
会
の
結
成
総
会
と
第
1
回
実
行
委
員
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

千葉景子法務大臣

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日

弁
連
）
国
内
人
権
機
関
実
現

委
員
会
（
委
員
長
・
藤
原
精

ー
日
弁
連
が
公
開
学
習
会
ー

吾
、
弁
護
士
）
に
よ
る
公
開

学
習
会
「
国
内
人
権
機
関
設

立
に
向
け
て
」
が
９
月
24

権
）
規
約
委
員
会
が
政
府
か

ら
独
立
し
た
国
内
人
権
救
済

機
関
の
設
立
を
勧
告
し
た
こ

と
、
一
昨
年
の
拷
問
禁
止
委

員
会
、
昨
年
の
国
連
人
権
委

員
会
で
の
勧
告
に
続
く
も
の

で
、「
い
ま
や
パ
リ
原
則
に

基
づ
く
国
内
人
権
機
関
の
設

立
は
急
務
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

日
、
弁
護
士
会

館
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

案
内
の
呼
び

か
け
に
は
、
昨

年
10
月
、
国
際

人
権
（
自
由

出
し
、
他
の
地

域
の
児
童
・
生

徒
と
比
較
し
た

の
は
不
当
・
違

法
だ
と
訴
え
て

い
た
裁
判
の
判

決
が
９
月
９

日
、
大
阪
地
裁

で
あ
り
ま
し

た
。
小
野
憲
一

裁
判
長
は
、
請

求
を
棄
却
す
る

請
求
棄
却
の
不
当
判
決

大
阪
「
同
和
秘
密
調
査
」
裁
判

弁護士会館で開かれた報告集会

第６回地域人権問題全国研究集会

勤労者福祉センターで開かれた岡山県実行委員会

事
務
局
団
体
、
幹
事
団
体
に

は
自
治
労
連
、
高
教
組
、
民

医
連
、
医
労
連
、
岡
山
市
職

労
、
救
援
会
、
商
団
連
、
生

健
会
、
日
中
友
好
協
会
岡
山

支
部
。

　

大
阪
府
教
育
委
員
会
が
学

力
・
生
活
実
態
調
査
を
利
用

し
、
秘
密
裏
に
旧
「
同
和
地

区
」
の
児
童
・
生
徒
を
抜
き
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し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
涙
な
が
ら
に
謝
罪
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
森
田
益

子
・
市
協
顧
問
が
発
言
に
立

ち
「
高
知
市
に
は
く
さ
い
も

の
に
蓋
を
す
る
体
質
が
あ

る
」、「（
同
和
地
区
出
身
者

が
）
市
役
所
に
入
っ
た
ら
解

放
運
動
を
し
な
く
な
る
」
な

ど
１
時
間
以
上
に
わ
た
り
執

拗
に
執
行
部
を
攻
撃
し
た
。

　

８
月
７
日
の
「
人
権
・
確

認
学
習
会
」
で
問
題
に
さ
れ

た
「
差
別
事
件
」
と
は
い
か

な
る
も
の
か
。
同
市
消
防
局

と
市
協
の
説
明
を
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
消
防
職
員
Ｂ
の
息
子
が

結
婚
す
る
時
に
、
Ｂ
が
相
手

女
性
の
姓
を
さ
し
て
「
●
●

（
同
和
地
区
名
）
だ
ろ
う

か
」
と
同
僚
に
尋
ね
た
。

　

②
30
年
ほ
ど
前
、
Ｂ
の
入

局
当
事
、
差
別
さ
れ
て
同
和

地
区
出
身
の
職
員
が
階
段
で

泣
い
て
い
た
と
い
う
噂
を
聞

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
置

し
た
。

　

高
知
市
は
同
市
の
消
防
局
職
員
が
「
差
別
事
件
」
を
起
こ
し
た
と
し
て
８
月
７
日
、
部
落
解
放
同
盟
高
知

市
連
絡
協
議
会
（
以
下
市
協
、
代
表
は
竹
内
千
賀
子
議
長
＝
高
知
市
議
）
と
と
も
に
「
人
権
・
確
認
学
習
会
」

を
高
知
市
立
小
高
坂
市
民
会
館
（
隣
保
館
）
で
開
催
。
市
側
は
岡
崎
誠
也
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
課
長
以
上

の
管
理
職
な
ど
１
６
５
人
、
市
協
か
ら
２
２
０
人
が
参
加
し
た
が
、
30
年
前
の
噂
を
も
ち
出
し
て
「
消
防
局

に
差
別
体
質
が
温
存
さ
れ
て
い
る
」
と
糾
弾
対
象
に
す
る
な
ど
、
何
を
も
っ
て
「
差
別
事
件
」
と
す
る
の
か

が
明
確
に
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

③
30
年
ほ
ど
前
、
先
輩
職

員
が
職
員
名
簿
に
同
和
地
区

出
身
の
職
員
に
隠
語
で
印
を

つ
け
て
い
た
こ
と
を
Ｂ
は
知

り
な
が
ら
放
置
し
た
。

　

④
こ
れ
ら
に
つ
い
て
Ｂ
と

個
人
的
に
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
女
性
Ａ
が
、
民
主
党
事

務
所
と
市
同
和
・
人
権
啓
発

課
に
訴
え
る
電
話
を
今
年
7

月
に
か
け
た
。
そ
の
中
で
勤

務
中
に
消
防
車
で
消
防
職
員

が
食
材
を
購
入
し
て
い
る
不

適
切
な
勤
務
実
態
を
（
平
成

20
年
に
発
覚
）
是
正
さ
せ
る

た
め
、
Ｂ
が
気
の
す
す
ま
な

い
Ａ
に
指
示
し
て
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
に
告
発
す
る
電
話

を
自
分
に
代
わ
っ
て
か
け
さ

せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
こ

れ
は
女
性
の
人
権
を
踏
み
に

じ
る
行
為
で
あ
る
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

①
の
同
和
地
区
出
身
で
あ

る
か
ど
う
か
を
質
問
し
た
こ

と
が
事
実
と
し
て
も
、
意
図

は
様
々
で
直
ち
に
部
落
差
別

と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、

森
田
顧
問
自
身
も
「
あ
っ
ち

の
人
か
、
こ
っ
ち
の
人
か
聞

か
ん
人
は
な
い
。
そ
れ
で
引

き
裂
い
た
ら
差
別
だ
が
、
反

対
さ
れ
て
も
何
年
か
け
て
も

説
得
す
べ
き
」
と
述
べ
問
題

に
し
て
い
な
い
。

　

②
と
③
は
、
い
ず
れ
も
30

投稿

30
年
前
の
噂
も
ち
出
し「
糾
弾
会
」

　

「
解
放
歌
」
斉
唱
で
開
会

し
た
集
会
の
司
会
は
竹
村
美

也
子
・
市
協
副
議
長
（
元
高

知
競
輪
競
馬
労
組
委
員
長
）

が
務
め
、
竹
内
市
協
議
長
が

「
こ
の
会
は
研
修
会
で
は
な

い
。
糾
弾
会
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
宣
言
。
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
も
す
べ
て

市
協
側
が
行
う
な
ど
、
実
態

は
解
同
主
導
で
す
す
め
ら
れ

た
「
糾
弾
会
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
高
知
市
は
あ
く

ま
で
も
市
主
催
の
「
人
権
・

確
認
学
習
会
」
で
あ
る
と
主

張
し
、『
高
知
民
報
』
の
取

材
要
請
は
認
め
ら
れ
た
。　

　

「
人
権
・
確
認
学
習
会
」

で
は
竹
内
議
長
が
一
連
の
経

過
を
報
告
す
る
「
問
題
提

起
」（「
事
件
」
の
内
容
は
後

述
）
を
行
い
、
岡
崎
市
長
が

「
こ
の
事
件
は
市
役
所
組
織

の
根
本
が
問
わ
れ
て
い
る
。

30
年
間
組
織
の
改
善
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

を
お
互
い
に
確
認
し
た

い
」、
山
中
次
男
・
消
防
局

長
が
「
人
の
生
命
財
産
を
守

る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
今

回
の
差
別
事
象
を
起
こ
し
申

８月７日、高知市立小高坂市民会館での「糾弾会」に
総動員された市執行部（奥）【高知民報社提供】

な
い
。
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を

今
ご
ろ
差
別
と
言
わ
れ
て
も

困
る
」。

　

④
を
理
解
す
る
こ
と
は
困

難
だ
が
、
告
発
は
不
適
切
な

勤
務
実
態
を
正
す
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
後
は
特
別
な
関

係
に
あ
っ
た
Ａ
と
Ｂ
の
個
人

間
の
問
題
で
あ
り
、
行
政
が

騒
ぐ
よ
う
な
事
で
は
な
い

し
、
部
落
問
題
と
も
無
関

係
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
の
よ
う
に
①
か
ら
④
の

「
事
件
」
は
、
市
消
防
局
に

根
深
い
「
差
別
体
質
」
が
あ

る
な
ど
と
言
え
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

「
人
権
・
確
認
学
習
会
」
を

終
え
た
岡
崎
市
長
は
『
高
知

民
報
』
の
取
材
に
対
し
て

「
市
役
所
内
部
に
発
生
し
た

差
別
事
件
で
あ
り
、
幹
部
の

研
修
会
と
し
て
学
習
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

「
学
習
会
」
自
体
は
、
拘

束
時
間
は
長
時
間
に
及
ん
だ

が
、
予
定
調
和
の
セ
レ
モ
ニ

ー
的
な
内
容
で
、
市
協
側
が

威
圧
的
に
市
執
行
部
を
恫
喝

す
る
場
面
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
森
田
顧
問
が

「
え
え
か
よ
、
よ
う
聞
い
ち

ょ
け
よ
。
お
ま
ん
ら
あ
に
ゆ

う
ち
ょ
く
ぞ
」
と
執
拗
に
執

行
部
を
批
判
。
同
和
地
区
出

身
職
員
の
職
名
や
実
名
を
明

ら
か
に
す
る
「
身
分
暴
き
」

ま
で
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
市

主
催
の
「
学
習
会
」
と
し
て

異
常
極
ま
り
な
い
も
の
だ
っ

た
。

　

日
本
共
産
党
の
下
元
博
司

高
知
市
議
が
、
こ
の
「
人
権

・
確
認
学
習
会
」
の
問
題
点

に
つ
い
て
９
月
17
日
の
市
議

会
本
議
会
質
問
で
取
上
げ
る

こ
と
を
執
行
部
に
通
告
し
、

質
問
を
準
備
し
て
い
る
過
程

で
、
重
要
な
物
証
で
あ
る
録

音
記
録
を
市
同
和
・
人
権
啓

発
課
が
故
意
に
消
去
し
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

下
元
議
員
は
質
問
に
あ
た

り
「
学
習
会
」
の
内
容
を
正

確
に
把
握
す
る
必
要
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
録
音
記
録
を

聞
き
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と

総
務
部
長
、
市
民
生
活
部
長

に
再
三
要
請
し
て
い
た
が
、

そ
の
最
中
の
意
図
的
な
消

去
。
議
員
の
調
査
活
動
の
妨

害
行
為
と
も
い
え
波
紋
を
広

げ
そ
う
だ
。

　

９
月
17
日
の
質
問
で
下
元

議
員
は
、
①
市
は
学
習
会
と

称
し
て
い
る
が
実
態
は
解
同

の
糾
弾
会
で
あ
る
こ
と
、
②

市
が
言
う
消
防
局
に
あ
る
差

別
体
質
と
は
30
年
前
の
噂
に

す
ぎ
ず
、
何
が
差
別
な
の
か

不
明
な
こ
と
、
③
講
師
役
の

森
田
益
子
・
解
同
市
協
顧
問

が
市
職
員
の
職
名
と
実
名
を

明
ら
か
に
し
て
旧
身
分
を
暴

露
し
た
こ
と
な
ど
を
追
及
し

た
。

　

吉
岡
章
副
市
長
は
②
の

「
30
年
前
の
噂
」
に
つ
い

て
、「
事
実
は
確
認
で
き
て

い
な
い
」
と
答
弁
。
下
元
議

員
は
、
単
な
る
噂
に
こ
の
よ

う
な
対
応
を
と
っ
た
こ
と
を

批
判
し
、「
勤
務
時
間
中
に

１
６
５
人
の
幹
部
職
員
を
総

動
員
し
て
１
３
１
万
円
の
人

件
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
税

金
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
た
が
、
岡
崎

市
長
は
「
30
年
前
の
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
差
別
事
象
と
し

て
話
が
さ
れ
た
の
は
最
近
の

こ
と
。
組
織
と
し
て
人
権
意

識
を
さ
ら
に
深
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
問
題
が
な
い

こ
と
を
強
調
。
い
ま
だ
に
解

同
い
い
な
り
で
主
体
性
を
欠

く
高
知
市
政
の
弱
点
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。

　

勤
務
時
間
中
に
１
６
５
人

も
の
幹
部
職
員
を
市
庁
舎
か

ら
離
れ
た
会
場
に
総
動
員
し

て
「
学
習
会
」
に
参
加
さ

せ
、
２
時
間
30
分
以
上
も
拘

束
し
た
た
め
、
決
済
権
者
が

市
役
所
か
ら
い
な
く
な
る
と

い
う
事
態
が
生
じ
る
な
ど
、

そ
の
異
常
さ
は
こ
れ
ま
で
に

例
が
な
く
、
さ
す
が
に
こ
れ

に
は
多
く
の
市
職
員
か
ら

「
や
り
す
ぎ
。
30
年
前
に
黙

っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

今
こ
こ
ま
で
や
る
理
由
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
。

　

何
故
こ
の
時
期
に
誰
が
見

て
も
異
常
な
「
学
習
会
」
な

の
か
。
来
年
度
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
る
「
市
民
会
館
」

（
隣
保
館
）
の
体
制
大
幅
縮

小
や
、
同
和
随
契
の
解
消
に

よ
る
「
仕
事
保
障
」
廃
止
の

流
れ
に
危
機
感
を
強
め
た
解

同
市
協
が
、
些
細
な
こ
と
に

難
癖
を
つ
け
年
度
末
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
同
和
行
政
」

の
再
見
直
し
作
業
に
む
け
て

市
側
を
牽
制
す
る
こ
と
が
狙

い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

地
元
紙
は
こ
れ
ほ
ど
の
異

常
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し

て
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
「
解

同
史
観
」
に
浸
か
り
ま
と
も

に
報
道
し
よ
う
と
し
な
い

が
、「
30
年
前
の
噂
が
な
ぜ

差
別
に
さ
れ
る
の
か
」
と
い

う
批
判
は
市
職
員
や
保
守
系

市
議
か
ら
も
多
く
出
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
機
を
高
知
市
と

解
同
市
協
と
の
異
常
な
関
係

を
正
常
化
さ
せ
る
た
め
の
好

機
と
と
ら
え
、
市
民
か
ら
是

正
に
む
け
た
動
き
が
起
こ
っ

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。（
な
か
た
ひ
ろ
し
・
高

知
民
報
記
者
）

事
実
、
確
認
で
き
ず

ど
こ
が
差
別
事
件

な
の
か
？

訃  報
杉之原寿一氏逝去
　病気のため入院治療していた
部落問題研究所前理事長の杉之
原寿一氏が７月１５日、逝去さ
れました。享年８６歳。
　葬儀は近親者の方々により執
り行われました。

年
前
に
見
聞
き
し
た

事
例
や
噂
を
「
放
置

し
た
」
の
が
理
由
。

　

こ
れ
を
「
差
別
事

件
」
と
し
て
糾
弾
す

る
の
は
、
あ
ま
り
に

も
説
得
力
に
欠
け

る
。「
放
置
し
た
」

こ
と
が
「
差
別
事

件
」
に
な
る
と
い
う

論
法
を
許
す
な
ら
、

偏
見
が
社
会
的
に
色

濃
く
残
り
、
同
和
対

策
を
必
要
と
し
て
い

た
当
時
を
知
る
世
代

は
誰
も
が
該
当
し
、

同
様
の
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

あ
る
市
幹
部
は

「
30
年
も
前
に
他
の

職
員
が
言
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
覚
え
て
い
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行
為
で
、
当
該
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
の
助
長
ま
た
は
誘

発
の
お
そ
れ
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
は
、
当
該
行
為
を
や

め
る
べ
き
こ
と
な
ど
の
警
告

あ
る
い
は
勧
告
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
公
権
力

及
び
私
人
に
よ
る
も
の
の
い

ず
れ
も
対
象
と
す
る
。
私
人

に
よ
る
場
合
で
も
社
会
的
影

響
力
の
有
無
を
問
わ
な
い
。

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
弁
連
の
解
説
で
は
、

「
い
わ
ゆ
る
地
名
総
鑑
の
頒

布
な
ど
を
念
頭
に
お
い
た
も

の
で
あ
る
。
掲
示
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
表
示
も
含

む
も
の
と
す
る
。
差
別
そ
の

も
の
で
は
な
い
が
、
差
別
に

直
結
す
る
行
為
と
い
う
こ
と

で
救
済
の
対
象
と
し
た
。
不

特
定
多
数
の
も
の
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す

る
意
思
を
広
告
、
掲
示
な
ど

公
然
と
表
示
す
る
行
為
は
、

ま
さ
に
対
象
を
明
確
に
限
定

で
き
な
い
た
め
対
象
と
し
な

い
こ
と
と
す
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

旧
政
府
人
権
擁
護
法
案
や

民
主
党
案
（
・
解
同
案
）
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事

項
で
す
が
、「
差
別
的
取
扱

い
の
助
長
又
は
誘
発
」
の
基

準
や
内
容
が
曖
昧
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
自
民
党
内
お

よ
び
政
府
と
の
間
で
ず
い
ぶ

ん
議
論
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
、
省
は
審
議
会
答
申
が

「
表
現
規
制
」
を
指
摘
し
て

い
る
の
で
外
せ
な
い
と
、
頑

固
に
拒
否
し
て
き
た
問
題
で

す
。
差
別
を
目
的
と
し
な
い

「
文
書
や
掲
示
」
が
「
差

別
」
と
さ
れ
て
人
権
救
済
機

関
に
提
起
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
言
論
表
現
行
為
の
萎

縮
に
繋
が
り
か
ね
な
い
事
柄

で
す
。　

　

や
は
り
こ
れ
ま
で
の
同
和

問
題
に
関
す
る
訴
訟
例
を
み

て
も
、「
差
別
的
取
扱
い
」

と
か
「
差
別
表
現
」
な
ど
と

い
わ
れ
る
も
の
は
、
極
め
て

多
義
的
で
評
価
の
分
か
れ
る

類
の
問
題
で
あ
り
、
一
般
的

措
置
に
と
ど
め
、
い
わ
ゆ
る

警
告
や
勧
告
等
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
は
見
直
さ
れ
る
べ

き
で
す
。

４
、
こ
の
ほ
か
、（
救
済
の

対
象
と
な
る
人
権
）
に
関
わ

っ
て
「
差
別
事
由
は
限
定
列

挙
と
す
る
。
新
た
な
差
別
事

由
と
す
る
判
断
権
限
は
、
司

法
機
関
で
は
な
い
国
内
人
権

機
関
に
与
え
る
必
要
は
な

い
」
と
す
る
点
で
の
「
列

挙
」
内
容
も
議
論
が
必
要
で

あ
り
、
国
連
か
ら
勧
告
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
、
女
性
、
障

害
者
な
ど
の
監
視
機
関
の
構

想
と
調
整
な
ど
課
題
が
ま
だ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
先
の
意
見
交
換
会

で
は
、
日
弁
連
「
要
綱
」
は

「
議
論
の
土
台
」
に
な
る
と

の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
、
日
弁
連
は
国
民
か
ら

の
意
見
募
集
を
す
す
め
る
こ

と
、
法
務
省
は
新
た
な
議
論

が
行
え
る
仕
組
み
作
り
を
提

起
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
意
見
を
あ
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
被

害
の
み
な
ら
ず
そ
の
回
復
に

も
重
大
な
支
障
が
あ
る
問
題

を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
で

す
。

　

こ
の
視
点
か
ら
、
公
権
力

に
よ
る
人
権
侵
害
お
よ
び
雇

用
者
、
特
に
大
企
業
と
労
働

者
の
間
に
生
ず
る
問
題
が
も

っ
と
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
行
政
が
私
人
に
比
肩
す

べ
く
も
な
い
強
大
な
実
力
と

権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
現
代
社
会
に
お
い

て
企
業
の
持
つ
実
力
も
労
働

者
の
人
生
を
左
右
す
る
支
配

力
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
実
状
か
ら
す
る
な
ら
ば

人
権
侵
害
の
類
型
の
な
か

で
、
企
業
な
ど
社
会
的
権
力

に
お
け
る
人
権
侵
害
が
わ
か

り
や
す
く
分
類
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
さ
ら
に
は
人
権
侵

害
を
受
け
る
側
か
ら
の
問
題

と
し
て
信
条
だ
け
で
な
く
思

想
に
よ
る
差
別
を
救
済
対
象

に
明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
「
第
３
救
済
の
対
象
と
な

る
人
権
の
範
囲
と
人
権
基

準
」
に
、
３―

３
（
不
特
定

多
数
の
者
の
属
性
に
関
す
る

情
報
の
公
然
摘
示
）
が
あ

り
、（
３―

１
記
載
の
）
人

種
等
の
属
性
を
有
す
る
不
特

定
多
数
の
者
に
対
す
る
差
別

的
取
扱
い
の
助
長
又
は
誘
発

の
目
的
で
、
当
該
属
性
を
有

す
る
こ
と
を
容
易
に
識
別
し

う
る
情
報
を
文
書
の
頒
布
、

掲
示
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
方
法
で
公
然
と
摘
示
す
る

方
向
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

組
織
で
あ
る
こ
と
。

（
人
権
諸
条
約
の
実
施
の
促

進
）

７
、
国
際
人
権
条
約
の
批
准

促
進
と
国
内
で
発
効
し
て
い

る
人
権
諸
条
約
の
実
施
の
促

進（
構
成
・
組
織
）

８
、
委
員
会
は
構
成
の
多
様

性
を
も
ち
、
活
動
に
お
い
て

は
市
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
交
流

し
、
そ
の
意
見
を
取
り
込
む

組
織
で
あ
る
こ
と
。

９
、
人
権
の
専
門
家
を
擁

し
、
問
題
の
調
査
、
研
究
、

解
決
が
で
き
る
組
織
で
あ
る

こ
と
。

実
現
を
第
一
と
し
、
国
民
の

生
活
再
建
に
全
力
を
挙
げ

る
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
９
月
16
日
に
は
鳩
山

内
閣
が
発
足
し
、
17
日
未
明

に
は
千
葉
景
子
法
務
大
臣
が

就
任
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
折
、
総
理
大
臣
か
ら

「
国
民
に
身
近
な
、
そ
し
て

充
実
し
た
司
法
の
確
立
、
そ

し
て
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
こ

う
い
う
大
き
な
理
念
の
も
と

に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
具
体

化
」
を
と
い
う
指
示
が
あ
っ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

続
け
て
、「
１
つ
は
人
権

侵
害
救
済
機
関
の
設
置
の
問

題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は

国
際
的
に
み
て
も
当
然
、
当

た
り
前
の
機
関
と
い
う
こ
と

に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是

非
こ
れ
の
実
現
に
向
け
て
早

急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

れ
は
常
々
私
も
考
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
内
閣
府
の
外
局

に
設
置
を
す
る
と
い
い
う
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
ず
れ
設
置
法
の
改
正

や
、
あ
る
い
は
内
閣
府
と
の

協
議
等
々
も
含
め
て
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
」
と
発
言
。
そ
の

他
、「
個
人
通
報
制
度
を
含

め
た
選
択
議
定
書
、
各
人
権

条
約
の
選
択
議
定
書
の
批

准
、
こ
れ
も
進
め
て
い
き
た

い
課
題
の
１
つ
」「
取
り
調

べ
の
可
視
化
」
も
あ
げ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
お
約
束
し
た
こ
と
、

こ
れ
を
ま
ず
は
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
の
が
最

優
先
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
こ
か
ら
様
々
な

課
題
を
一
つ
一
つ
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と

冒
頭
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

民
主
党
は
政
策
決
定
の
内
閣

一
元
化
を
徹
底
す
る
た
め
、

政
調
会
長
も
部
門
会
議
も
な

く
す
こ
と
を
各
議
員
に
通
知

し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
議
員

提
案
に
よ
る
法
案
の
提
出
は

困
難
と
な
り
、
い
ず
れ
の
法

案
も
閣
法
と
な
っ
て
議
会
に

か
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
情
勢
変

化
の
も
と
で
、
日
弁
連
の
学

習
会
が
開
か
れ
た
も
の
で

す
。
な
お
自
民
党
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
、
草
案
に
あ
っ
た

「
人
権
擁
護
法
案
の
推
進
」

を
党
内
合
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
削
除
し
て
い

ま
す
。

２
、
全
国
人
権
連
は
全
解
連

時
代
か
ら
、
政
府
提
案
の
人

権
擁
護
法
案
や
部
落
解
放
同

盟
の
掲
げ
る
法
案
に
は
、
次

の
よ
う
な
問
題
を
持
っ
て
い

る
と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

①
政
府
か
ら
の
独
立
性
な
ど

国
連
が
示
す
国
内
人
権
機
構

の
あ
り
方
（
パ
リ
原
則
）
と

は
異
な
る
、
②
公
権
力
や
大

企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
を
除

外
し
て
お
り
、
も
っ
と
も
必

要
性
の
高
い
救
済
が
で
き
な

日
弁
連
・
公
開
学
習
会

３
、
公
権
力
に
よ
る
人
権
侵

害
に
つ
い
て
、
調
査
・
勧
告

権
限
を
も
つ
組
織
で
あ
る
こ

と
。

（
私
人
に
よ
る
人
権
侵
害
）

４
、
私
人
間
や
行
政
と
の
間

で
生
起
す
る
人
権
侵
害
事
例

に
つ
い
て
は
、
調
停
あ
っ
せ

ん
に
よ
る
解
決
を
図
る
機
能

を
も
つ
こ
と
。

（
人
権
教
育
）

５
、
広
く
人
権
教
育
を
企
画

し
、
実
施
す
る
活
動
を
す
る

組
織
で
あ
る
こ
と
。

（
政
策
提
言
）

６
、
政
策
提
言
能
力
を
も

ち
、
立
法
、
行
政
に
対
し
、

人
権
の
観
点
か
ら
あ
る
べ
き

い
、
③
報
道
に
よ
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
を
特
別
救
済
手

続
き
の
対
象
と
し
て
お
り
、

表
現
・
報
道
の
自
由
と
国
民

の
知
る
権
利
を
奪
う
、
④

「
人
権
」
や
「
差
別
」
に
つ

い
て
の
明
確
な
規
定
な
し

に
、「
差
別
的
言
動
」
を

「
特
別
救
済
手
続
」
と
し
て

規
制
の
対
象
と
し
た
こ
と

が
、
国
民
の
言
論
表
現
活
動

へ
の
抑
圧
で
あ
り
憲
法
に
抵

触
す
る
、
点
で
す
。
さ
ら

に
、「
解
同
」
は
「
糾
弾
に

対
す
る
公
権
力
の
不
当
な
干

渉
の
排
除
」
の
考
慮
な
ど
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
今
後
も
こ
の
観
点
を
堅

持
し
、
真
に
国
民
の
人
権
が

擁
護
さ
れ
、
必
要
な
救
済
が

行
え
る
機
関
の
あ
り
方
を
、

追
求
し
て
ゆ
く
も
の
で
す
。

３
、「
日
弁
連
の
提
案
す
る

国
内
人
権
機
関
の
制
度
要

綱
」
は
、
政
府
か
ら
の
独
立

性
及
び
準
司
法
的
権
限
を
有

す
る
委
員
会
の
地
位
を
定
め

た
国
連
パ
リ
原
則
（
国
連
人

権
委
員
会
決
議
１
９
９
２
年

３
月
３
日
）
や
韓
国
「
国
家

人
権
委
員
会
」（
２
０
０
１

年
11
月
設
立
）
の
教
訓
、
ま

た
旧
政
府
人
権
擁
護
法
案
の

問
題
点
を
ふ
ま
え
て
随
分
整

理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
整
理
が
必
要
な
点
が
あ

り
ま
す
。

①
人
権
侵
害
の
問
題
を
把
握

す
る
た
め
に
も
っ
と
も
重
要

な
視
点
は
、
加
害
者
と
被
害

者
と
の
関
係
が
支
配
、
従
属

関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず

（
１
面
の
続
き
）

１
、
総
選
挙
は
８
月
30
日
投

開
票
さ
れ
、
自
民
党
の
歴
史

的
敗
北
、
民
主
党
の
圧
勝
と

な
り
ま
し
た
。
民
主
党
は
、

す
べ
て
の
常
任
委
員
会
で
委

員
の
過
半
数
を
確
保
で
き
る

絶
対
安
定
多
数
を
大
き
く
上

回
る
３
０
８
議
席
を
獲
得

し
、
政
権
交
代
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

９
月
９
日
に
は
、
民
主

党
、
社
民
党
、
国
民
新
党
に

よ
る
３
党
連
立
政
権
合
意
が

ま
と
ま
り
、「
政
権
交
代
と

い
う
民
意
に
従
い
、
国
民
の

負
託
に
応
え
る
こ
と
」
な
ど

が
確
認
さ
れ
、「
小
泉
内
閣

が
主
導
し
た
競
争
至
上
主
義

の
経
済
政
策
」
な
ど
を
自
公

政
権
の
失
政
と
し
て
、「
家

計
に
対
す
る
支
援
を
最
重

点
」
の
政
策
に
位
置
づ
け
る

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、「
す
み
や
か
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
、
災
害
対

策
、
緊
急
雇
用
対
策
」
を
は

じ
め
、
10
項
目
に
つ
い
て
政

策
合
意
を
し
ま
し
た
。

　

10
番
目
に
「
憲
法
」
の
項

目
が
あ
り
、「
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
の

『
平
和
主
義
』
を
は
じ
め

『
国
民
主
権
』『
基
本
的
人

権
の
尊
重
』
の
三
原
則
の
遵

守
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

憲
法
の
保
障
す
る
諸
権
利
の

10
、
人
権
擁
護
に
情
熱
を
も

つ
職
員
を
多
数
擁
す
る
事
務

局
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

11
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う

に
必
要
十
分
な
人
員
と
予
算

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

（
市
民
ア
ク
セ
ス
）

　

こ
う
し
た
政
府
か
ら
独
立

し
た
機
関
を
求
め
る
声
は
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
と
し

て
、「
捜
査
機
関
に
よ
る
人

権
侵
害
、
刑
事
拘
禁
施
設
に

お
け
る
人
権
侵
害
、
入
国
管

理
手
続
と
収
容
・
送
還
に
お

け
る
人
権
侵
害
、
学
校
教
育

や
職
場
に
お
け
る
人
権
侵

害
、
外
国
人
な
ど
に
対
す
る

差
別
、
医
療
・
福
祉
機
関
に

【解説】

全
国
人
権
連
・
事
務
局
長新

井　

直
樹

お
け
る
人
権
侵
害
な
ど
」
が

あ
げ
ら
れ
、
障
害
者
に
対
す

る
合
理
的
配
慮
義
務
違
反
な

ど
も
救
済
の
対
象
と
な
る
べ

き
人
権
の
範
囲
に
含
ま
れ
る

と
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
公
正
取

引
委
員
会
の
よ
う
な
３
条
委

員
会
が
望
ま
し
い
、
大
臣
指

示
に
よ
る
諮
問
機
関
設
置
で

国
民
的
議
論
が
道
筋
、
国
連

が
勧
告
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
監
視
）
機
関
に
つ
い
て
障

害
者
権
利
委
員
会
を
構
想
す

る
が
、
こ
の
組
織
と
人
権
委

員
会
の
関
係
は
ど
う
な
る
の

か
、
大
臣
所
信
表
明
に
対
す

る
省
内
の
反
応
は
等
、
様
々

な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇
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